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実際に見て、触って学ぶ 体験することの大切さ 
                                     校長 小林 亮介 

盛夏の候、保護者の皆様におかれましては益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

本日、１学期終業式を行い、明日から夏休みを迎えます。子供たち一人一人、病気やけが、交通事故

等に気を付けて充実した夏休みになることを願っています。保護者の皆様、本校の教育活動に御理解

と御協力を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。 

子供たちは４月から現在に至るまで、いろいろな人や世界と出会い、様々な経験を積み重ねる中で

成長してきました。先日、２年生の児童が「校長先生、ミニトマトが真っ赤でおいしそうだよ！見て見

て！」と笑顔いっぱいの表情で声を掛けてくれました。（２年生は生活科で野菜を育てています。）トマ

トは太陽に照らされて赤く熟していました。私は、「〇〇さん、おいしそうなトマトだね！放課後に採って

家に持って帰るといいね、お家の人は喜ぶよ！」と話しました。すると、〇〇さんは「校長先生、一つあ

げるよ。放課後、待っていてね！」と言いました。そして、放課後、ミニトマトを一ついただきました。私

は感想を伝えたくてその場で食べました。本当に甘くておいしくて感動しました。「おいしいよ！」と伝え

ると〇〇さんは「そうだよ、スーパーのトマトより新鮮でおいしいよ！」と答えてくれました。お店に行け

ば当たり前のように売っているトマトですが、自分たちで育てたからこそ言える言葉です。「百聞は一見

にしかず」という諺がありますが、改めて「聞いたことは忘れ、見たことは覚え、行ったことは理解する」

であり、体験や見学は何物にも代えがたいものであることを認識しました。以下、最近、行われた本校

での体験学習です。 

 

 

 

 

 

 

本校では、地域の自然や地域の方々のお力を借りて、普段なかなか経験できないこと、見学できない

こと、非日常的な体験学習を教育活動に位置付けて取り組んでいます。 

 明日から６年生は日光移動教室に行き、学校や家庭から離れ集団生活をします。日光東照宮などの

歴史的建造物、華厳の滝や湯滝、竜頭の滝、中禅寺湖などの自然を自分の目で観てきます。宿舎では

互いに協力し合って生活をします。わずか２泊３日の移動教室ですが、きっと、様々な経験を経て心も

身体も成長して学校に戻ってくることでしょう。２学期以降も効果的な体験学習を積極的に取り入れて

参ります。 

結びになりますが、いよいよ明日から４０日間の夏休みに入ります。子供たちにとっては、普段経験

できないことを経験できる絶好のチャンスの期間となります。早寝早起き朝ごはんを大切にしながら充

実した毎日を過ごしてほしいと願っています。保護者の皆様におかれましては、子供たちの生活リズム

を担保しながら、よき伴走者として子供たちを見守り支えていただけたらと思います。私たち教職員も

経験や職層に応じて様々な研修を受けて教育技術を学び、２学期以降、子供たちの学びが充実し、楽

しく安全に学校生活を送ることができるよう努めてまいります。今年の夏も猛暑が予想されます。皆様

の御健康を心から祈念するとともに暑さ厳しき折、御自愛ください。１学期大変お世話になりました。 
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１年生 氷川小＆古里小の交流学習、ふれあい農園での芋ほり体験 
２年生 氷川小＆古里小の交流学習、ふれあい農園での芋ほり体験  
３年生 沢登り体験 
４年生 プラネタリウム見学、星空観察会（PTA 行事） 
５年生 伊豆移動教室 氷川小＆古里小の交流学習 
６年生 社会科見学（国会議事堂など）、夏季休業中に日光移動教室 

 


